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医療業界の現在 三位一体の改革
2024年 医師の働き方改革

2025年 地域医療構想

医師偏在の対策



COVID-19到来
Shonankamakura General Hospital

意識変革

医療業界は、一般企業体とは異なり有資格者集合体組織のため、

医療における最新情報を得ることには敏感であるが、付加的サービスの

変革は非常に遅れていた。



2020年
医療はCOVIDにより
あらゆる手段・技術・方法にて対応が迫られた

従来の考え、ルールは一切無視する環境



Workplace @ Facebook ▶▶▶ 情報共有

ipad Facetime @ Apple ▶▶▶ 医療者間コミュニケーション

Avatar @ ANA ▶▶▶ Red zone アクセス

Noaron @ Air water ▶▶▶ 本院集中治療との遠隔ｺﾝｻﾙ

Security Camera @ Air water ▶▶▶ 精神科個室

Pocket doctor @ MRT ▶▶▶ オンライン診療

AI @ Siemens ▶▶▶ 画像診断

Remote stethoscope @ Bresco ▶▶▶ 遠隔聴診器

Voice detection @ アミボイス＋SSI ▶▶▶ 音声入力

HOSPI @ Panasonic ▶▶▶ 自動搬送ロボット

臨時の医療施設におけるAI・Iot・ROBOTの活用



医 療行 政 企 業

大 学

COVID Preでは、病院に対し「行政」「企業」「大学」がそれぞれ個々に関係していた。COVID Postに
おいては、４者が一連となり医療における課題解決に対し取り組みを開始し始めた。

COVIDによる新たなる連携



湘南鎌倉総合病院のコンセプト

Efficient access （効率的アクセス）

治療までのアクセス
診察までの時間短縮
情報の共有と効率性
診察室・検査室の案内

病院までの時間短縮
効率的な情報収集
適切な情報提供

病院までのアクセス





導入済み事例ならびに検証事例
2020年〜現在



検体・運搬業支援ロボット（HOSPI）



自動検体搬送システム



AI 問診システム

従来看護師が行っていた問診を患者それぞれの状態をAIが
分析し、疾患絞り込みを行う質問構成で進めていくシステム



傷病者情報とPHR情報を院内スタッフへ一斉通知。搬送中データを基にした診療を実現する。
診療結果は患者個人PHRへと返され、かかりつけ医や次回搬送時に活用可能な仕組みを実証する。

湘南鎌倉総合病院における具体的な施策

⚫救急受診後、診療結果情報を患者PHRへ返却

⚫搬送中データに基づく臨床診断

⚫救急搬送データを電子カルテに自動連携

⚫医療従事者への傷病者情報連携・スタッフ召集

転帰情報

検査結果

15分後

重症患者
搬送決定！

✓PHR情報
(患者基本情報、
既往、内服等)

✓傷病経過
✓バイタルサイン

✓搬送中の
バイタル情報

✓画像データ
(動画？)

✓患者基礎情報
✓既往歴
✓内服薬
✓傷病経過
✓バイタル
✓救急隊情報

自動連携

患者PHR電子カルテ

救急医療スマートシティ構想



・1０名乗り
（運転手含む）

・大型2種免許不要

・普通1種免許で
運転可能
（当院シャトルバスの場合）

オンデマンドバス 導入計画



14%

14%

10%

5%

4%
31%

22%

アンケート調査カテゴリ別件数

誘導ロボット

搬送ロボット

清掃ロボット

電話対応の支援

移乗支援

既存システムの改良ニーズ

その他

新型コロナウイルス感染症対策ロボット実装事業



ご清聴ありがとうございました。


